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１．多様な光環境

２．豊富な井水のカスケード利用

３．ICTやBEMSを利用した環境調整

イノベーションを起こす仕組みと環境技術 2

短い日照時間
・曇り・雪の日が多い

豊富な地下水
・古くは湿地帯
・灌漑技術が発展
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東京・福井の日照時間比較

福井の地域特性 3



１．多様な光環境

トップライト

ルーバー天井

居室

光を調整する天井

オフィ ス

ショ ールーム

実験室

実験室

水盤

実験室

実験室

厨房

オフィ スカフェ

カフェ

カフェ
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冷却水配管
（ 井水）

光拡散布

光を反射させ下階に光を届ける場所

冷却水配管
（ 井水）

北南

光を多く入れる場所

76.8° 30.5°

冷却水配管
（ 井水）

冬至南中夏至南中

北南

安定した光が必要な場所

シミュレーションを行い
角度や間隔を検討

１．多様な光環境 5



立体光拡散布

天井ルーバー
（井水利用）

ハーベストウォール
（井水利用）

9:00

夏至

冬至

11:00 13:00 15:00 17:00

日射拡散ウォール

吹抜空間

光拡散ウォールの光路解析

立体拡散布

いく つかの布の重なり

によって布と 布の隙間

で光が拡散する。

布光ダクト

上部からの光を下部ま

で伝える

布材の導光システム

１．多様な光環境 6

既存

研究室

Stage

Stud io

研究ソーン

バッファー
ゾーン

日射調整ルーバー
N

１．多様な光環境

編みこんだようなダブルルーバー

外側 内側 重なる
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還元井戸

トップライト散水

空冷HPチラー散水

トイレ洗浄水

水熱源HPチラー

研究用途

潅水用水盤用

融雪用

揚水井戸

輻射空調

日射熱除去

２．豊富な井水のカスケード利用

オフィ ス

ショ ールーム

実験室

実験室

水盤

実験室

実験室

厨房

オフィ スカフェ

カフェ

カフェ
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エネルギー消費量

ハーベストウォール
（井水利用）

２．豊富な井水のカスケード利用 9



RFIDタグを利用した位置情報の把握

セミアクティブ型RFID タグ

３．ICTやBEMSを利用した環境調整

オフィ ス

ショ ールーム

実験室

実験室

水盤

実験室

実験室

厨房

オフィ スカフェ

カフェ

カフェ

空調モードの選択

自然換気ON!!

BEMSの使用

スマートフォンを利用した空調モードの選択

30℃

0℃

外気温
室温

環境情報の
ビジュアライズ
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弘前市本庁舎
サステナブル化プロジェクト

青森県 弘前市

国土交通省 平成27年度第2回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2016年2月22日
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

弘前市の概要

弘前市の位置

八甲田山

世界遺産 白神山地

弘前市弘前市岩木山

曳屋完了後の天守 弘前ねぷたまつり 弘前りんご 津軽塗

位置 東北地方 青森県の南西部

面積 約524k㎡

人口 176,401人（平成28年1月1日）、青森県第3位

世帯数 73,103世帯（平成28年1月1日）

地勢 岩木山、八甲田山、世界遺産白神山地に囲まれた盆地

気象
平均気温：10.2℃、年間降水量：1,183mm
夏が短く冬が長い、日本海型気候

主要産業
りんご栽培
（日本一の生産量 約１８万トン、国内の約２１％）

観光 弘前城、弘前さくらまつり、弘前ねぷたまつり

地場産業 津軽塗、こぎん刺し
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弘前市が本事業を実施したい背景

①⻘森県は⺠⽣施設における⼀⼈当たりCO2排出量が全国最上位の状況
②東⽇本⼤震災の際に様々なライフラインが広範囲に停⽌
（災害の発⽣が冬季であったことから、暖房⽤燃料の途絶による⽣活への影響⼤）

「弘前型スマートシティ構想」に位置付けられた

●地域エネルギー管理のリーディングプロジェクト
●歴史的建築物として後世に引き継ぐ

エネルギーマネジメント整備プロジェクト

●地域の再⽣可能エネルギーの効率的な地産地消、ICTの活⽤による魅⼒ある低炭素、
循環型のまちづくり
●災害に強く、市⺠が暮らしやすい、安⼼安全なインフラを将来の世代に残すまちづくり

⇒弘前型スマートシティ構想〜世界⼀快適な雪国 弘前〜

背景と課題

市の政策

本事業の位置付け
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めざすスマートシティのイメージ

本事業の概要（関連する事業）

歴史的建築物
の改修と

増築棟新築

省CO2に向けた
最適な

建築・設備計画

●増築棟 新築(エネルギー・防災拠点)
防災設備(燃料電池・太陽光発電・蓄電池)を装備

●既存棟（歴史的建築物）改修
景観配慮、低階⾼・居ながら改修など制約条件を
解決するため、増築棟にエネルギー基幹設備を集約

関連する事業

新館A,B
(既存棟)

増築棟

弘前城
弘前公園

本館(既存棟)

●マネジメント技術により歴史的建築物に配慮した設備計画の省エネ効果を⾼める
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■複数建物への⼀体的なエネルギー管理・制御
増築棟、既存棟（本館・新館）へ統合BEMS導⼊

既存棟(本館・新館) 延べ⾯積11,282㎡増築棟 延べ⾯積5,101㎡

・空調
・換気
・動⼒

照明

統合ＢＥＭＳ

・太陽光発電、蓄電池

・換気
・動⼒

≪ＢＥＭＳ機能≫
●エネルギー測定
●分析ツール
●省エネ情報提供
・⾃然換気誘導
・省エネ・ピークカット誘導

●制御
・ピークカット制御
(既存棟 照明・空調)
・⾃⽴電源制御

●保全管理データベース

・燃料電池

⻘⾊部分︓プロジェクト対象⼯事

計測・制御可能
計測のみ

無線式個別制御

・照明(調光付)・空調
コントローラ コントローラWHM

WHM

WHM

備考︓BEMS(Building Energy Management System)施設のエネルギー管理を実施するエネルギーマネジメントシステム
BAS(Building Automation System)ビル設備集中監視制御システム
WHM(Watt Hour Meter)電⼒量計

ＢAＳ ＢAＳ
コントローラ

コントローラ

電気の流れ



今回提案する本事業の特徴

⾼効率設備の省CO2効果をより⼀層⾼めるエネルギーマネジメントを導⼊

・DR要請やピークカット実施に向けた、DR⼿法の構築Point.1
省CO2に向けたＡDR技術

【先進・先端性/普及・展開性技術】

Point.2
快適性と省CO2の両⽴に向けたHDR技術

+
寒冷地の気候特性を踏まえた、
光・温熱環境における省CO2マネジメント

・「⾃動制御(ADR)」と「⼈の判断による制御(HDR)」
を併⽤し、快適性と省エネ誘導を両⽴する⼿法の構築

【マネジメントの⽬的】

地域性(寒冷地)／施設(既存+新築)／制約(国の登録⽂化財)
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①中間期・夏季での⾃然換気率向上

②昼光利⽤率の向上

Point.3 ※さらなるCO2削減の可能性
地域エネルギー管理と連携した

⾼度なエネルギーマネジメント

・市有公共施設群の⼀体的なエネルギーマネジメント
の実施に向けた、施設エネルギーマネジメントシステム
の構築

備考︓HDR(Human Demand Response)職員誘導・⼿動制御によるDR

備考︓ADR(Auto Demand Respomse)⾃動制御によるDR

Point.1 省CO2に向けたAＤＲ技術 5

■DR実施⼿法

DR
要請

①ADR
(⾃動制御)

②HDR
(職員判断による制御)

省CO2と快適性の両⽴
①ADR（シナリオ⾃動制御）を実施
②快適性を損なうと判断される場合には
局所的に⼿動（HDR)で改善

制御設備 エリア ピークカット制御
ＬＥＤ
調光照明

窓際 ⾃動OFF。照明個⼈分復帰可能
室内(執務空間) 照度設定(個⼈制御)
通路側 ⾃動OFF。ゾーンごと⼿動復帰可能

ファンコイル
ユニット

室内(執務空間) 室温設定(個⼈制御)
通路側 ⾃動OFF。ゾーンごと⼿動復帰可能

全熱
交換機

窓際
室内(執務空間)

全熱交換機停⽌(個⼈制御)

■ADR事例（ピークカット）

■HDR（HumanDR）の効果を⾼める⼯夫

③健康・快適性と省CO2を両⽴する、独⾃の快適性指標を導⼊

②職員、市⺠等の省CO2⾏動の誘導効果を⾼め、関⼼を⾼める「制御の⾒(魅)せる化」
①照明、空調のパーソナル制御を容易にするシステム

①中間期・夏季での⾃然換気率向上(全熱交換器エネルギー消費量削減)
②年間を通しての昼光利⽤率向上(照明エネルギー消費量削減)

年間⽇照時間
(全国平均)
1896.5時間

年間⽇照時間
(弘前市)

1597.5時間
統計期間1981〜2010年

℃

平均気温

⾃然換気有効期間が⻑い
(約5ヶ⽉)

■寒冷地の気候特性を踏まえた省CO2マネジメント

⾃然換気
有効範囲

平均的な⾃然換気有効期間(約3ヶ⽉)

①冷涼な気候のため夏季での⾃然換気が可能
（⾃然換気有効期間が他都市に⽐べ⻑い）

②⽇照時間が短く、照明エネルギー消費量が多い

＞



Point.2 HDR、光・温熱環境における省CO2マネジメント 6

③健康・快適性と省CO2を両⽴する、独⾃の快適性指標を導⼊

「快適性指標」をリアルタイムで表⽰し、省エネの下限値アラームを実施。

②職員、市⺠等の省CO2⾏動の誘導効果を⾼め、
関⼼を⾼める「制御の⾒(魅)せる化」
●制御の⾒(魅)せる化/多様なツールの活⽤

スマートフォン
による制御f

「⾃席PC」
による制御既存の⼤型ディスプレイも活⽤

●省CO2へ向かわせる情報提供により、誘導効果を向上

省エネ⾏動に向かわせる
わかりやすい情報

（表⽰情報イメージ）

照明
個別ON,OFF、調光

空調
個別ON,OFF、温度設定

制御するタイミング・対象・
省エネ効果を知らせる

⽇常的に有⽤な情報を提
供し、有効性を⾼める

●ユーザビリティを向上

省エネ⾏動に向かわせる
わかりやすい情報

（表⽰情報イメージ）

操作しやすいパネル
（⼀元操作画⾯）

操作しやすい
アプリケーション

（⼀元操作画⾯）

省エネ⾏動に向かわせる
わかりやすい情報

換気(全熱交換器)
⾃然換気推奨情報提供

①照明、空調のパーソナル制御を容易にするシステム

照明・空調のきめ細やかな制御
(⽬的）不在消灯・停⽌率向上
⼆次的な効果
レイアウト・間仕切り変更に影響されない無線式制御

残業時(個別にきめ細やかく照明を調光)

⽇中帯(昼光を利⽤して明るさを⾃動制御)

ブラインド開放
冷涼輻射熱

Point.3 地域エネルギー管理と連携したエネルギーマネジメント

新電⼒事業/エネルギーマネジメント事業
⇒Ｈ28年4⽉より実施予定
庁舎、教育施設、66施設へ供給
（弘前市を含む3市町が対象）

⾼効率設備の
導⼊化効果を

⾼める
エネルギー
マネジメント
技術の導⼊

・
普及に向けた

マネジメント技術
の検証

スマートシティ
構想に基づく、

新電⼒・
地域エネルギー

管理

補助対象事業 ●市有公共施設群の⼀体的なエネルギーマネジメント計画のリーディングプロジェクト

補助対象とする施設

構築 水平展開検証

建物・設備
エネルギー
データベース

新電⼒
事業

エネルギー
マネジメント＋

CEMS

●新電⼒による再エネの地産地消と地域エネルギー管理の実施

既存棟増築棟

統合BEMS統合BEMS

BASBAS BASBAS

関連する事業

BEMSBEMSBEMSBEMS BEMSBEMS

⽀所 体育施設
⽂化施設

⽂教
施設

弘前市公共施設群 ⺠間施設

オフィス
複合商業施設

再エネ電源

清掃
⼯場

⼩⽔⼒太陽光

・公共施設等総合管理計画
・⽴地適正化計画
・地域防災計画等

市有公共施設へ電⼒供給

本庁舎へのエネルギーマネジメント事業（補助対象事業）の他に、関連する2つの事業との連携により
本庁舎のサステナブル化を実現するプロジェクトである。
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⽔平展開



普及・展開に向けた検証
■エネルギーマネジメントの効果を検証し、市の施設への⽔平展開を実施
■⼀元化データの拡充により、地域エネルギー管理技術の⾼度化・精度向上へ寄与

BEMSBEMSBEMSBEMS BEMSBEMSBAS/
BEMS

BAS/
BEMS
BAS/
BEMS

BEMSBEMS

本庁舎 ⽀所 体育施設
観光・⽂化施設

⼩・中校・⽂教施設

建物・設備
エネルギーデータベースCEMS弘前市公共施設群 ⺠間施設

オフィス
複合商業施設必要とされるエネルギーマネジメント⼿法

⽔平
展開②HDR促進に向けた誘導 ●DR対応ビルの増加によりネガワットDRの精度が⾼まる

●データの集積による省エネ検証予測の充実①快適性と両⽴したDRの精度向上
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■検証するマネジメント技術
①ピークカットDR時の職員反応分析
【⽬的】快適性と両⽴したピークカットDRの精度向上
【⼿法】特に冬場のピークカット制御指令、ADR実施後の設備運転状況把握を⾏い、

快適性維持の観点等による⼿動リバウンド割合を検証。
窓採光の⽅向別(光・温熱環境条件の異なる環境別）にDR効果を評価

②中間季、夏季の⾃然換気率向上に向けた誘導⼿法の検証
【⽬的】中間期、夏季の⾃然換気率向上と快適性維持との両⽴
【⼿法】室内温湿度測定値等をもとにした「温熱環境の快適性指標」導⼊により、

快適性の維持を図りつつ、⾃然換気率向上に向けた情報提供のあり⽅を検証

DR効果検証におけるゾーニングの考え⽅(案)
(窓採光の⽅向性別にゾーンを設定）

北向き
南向き

東
向
き

中庭

増築棟

南向き

北向き 東
向
き

備考︓ネガワットDR︓電⼒会社からの要請に基づき、ネガワット(節電)を実施することにより電⼒会社より報奨⾦を受け取る仕組み

地域エネルギー管理の進展により期待される効果

ご清聴ありがとうございました



（仮称）コイズミ緑橋ビル
建築プロジェクト

建築主︓⼩泉産業株式会社
建築・設備設計︓株式会社 ⽵中⼯務店
照明設計︓コイズミ照明株式会社

国⼟交通省 平成27年度第2回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型）
採択プロジェクト

2016年2⽉22⽇
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

０．建築概要

http://map.yahoo.co.jp/maps

大
阪
の
都
心

⼤阪市内の都⼼から離れた
住宅街に建設
地⽅都市でのモデルケース

建 築 地 ︓⼤阪市東成区
建物⽤途︓事務所（⾃社ビル）
延床⾯積︓5180.15㎡
規 模︓地上6階

執務室

執務室

執務室

階段吹抜

執務室

執務室

会議室

試験室

休憩ｿﾞｰﾝ

応接室

駐⾞場

南⾯イメージパース北⾯イメージパース

断⾯図



０．プロジェクト全体の概要

住宅地に建設される中⼩オフィスビルのプロトタイプを⽬指す
１．DALI連携システムを軸にした先進的な設備システムの実現
２．知的⽣産性・快適性を向上する設備システムの構築と効果検証
３．住宅地における中⼩オフィスビルへの波及効果

従来の照明制御システム

制御ユニット

Ethernet

Icont

センサー

照明制御盤

DALIネットワーク

Ethernet

DALIﾏｽﾀｰ

センサー

DALI（Digital Addressable Lighting Interface）
照明の調光制御に特化したオープンプロトコル（共通⾔語）

信号線を直列に繋ぐだけで
器具毎に調光・調⾊制御が可能調光・調⾊制御に複雑な配線が必要

中央監視盤の設置による連携制御システム DALIを軸にした連携制御システム

１．DALI連携システムを軸にした先進的な設備システムの実現

a:空調集中コントローラーにて照明の点滅
・調光・調⾊制御が可能

中央監視盤無しで、空調・照明の省エネが
可能となる、普及性の⾼いシステムを構築

b:DALIセンサーを⽤いて、空調などの
設備連携を計画
⼈の在・不在、明るさの情報をもとに、空調設定温

度の緩和、換気の発停、ブラインドの開閉など

簡易に省エネシステムを構築

①DALI連携システム採⽤による設備の簡素化

空調集中
ｺﾝﾄﾛｰﾗ-



１．DALI連携システムを軸にした先進的な設備システムの実現

・執務空間においては、エリアやパーソナルな設定を可能にして、ワークスタイルに
合わせた照明制御を計画。

・会議室などは⽤途に合わせて個別制御を⾏い、タスクに合った空間を演出させる。

②知的⽣産性向上を⽬指した照明計画

午前中は⾊温度と照度を⾼め、明るくさわやかな光で活動的な視環境とし、
午後から⼣⽅にかけてゆっくりと⾊温度と照度を低くしてゆき、暖かみのある落ち着いた光環
境を実現。

調光・調⾊機能とセンサの連動で、屋内でも１⽇の時間の流れを視覚的に体感

①-a:外⽪熱負荷低減ファサードの実現

庇

植栽
Low-Eガラス

夏期ピークの熱負荷を低減
緑の眺望で、知的⽣産性向上に寄与

冬⾄の光
夏⾄の光

⾃然換気
夏⾄の光

冬⾄の光

ダブルスキンカーテンウォールに
より、断熱性能を⾼め、安定した
⾃然光を取り⼊れる

２．知的⽣産性・快適性を向上する設備システムの構築と効果検証

北⾯

南⾯

光⇒熱⇒



①-b:階段吹抜けによる⾃然採光・⾃然換気促進

階段吹抜け

冬⾄の光
夏⾄の光

⾃然換気
夏⾄の光

冬⾄の光

上下階のコミュニケーョン
を促進し、知的⽣産性向上

光と⾵が通り抜ける
ライトカーテン

夜

昼

２．知的⽣産性・快適性を向上する設備システムの構築と効果検証

光・⾵⇒

①-c:照明・空調のパーソソナル化

パーソナル空調とパーソナル照明

冬⾄の光
夏⾄の光

⾃然換気
夏⾄の光

冬⾄の光

ＤＡＬＩセンサーによる制御

知的⽣産性の向上

２．知的⽣産性・快適性を向上する設備システムの構築と効果検証

光・空気⇒⼈



②-a:効果の検証（省エネ）

BEMSを⽤いた
エネルギー管理と

⾒える化

２．知的⽣産性・快適性を向上する設備システムの構築と効果検証

運⽤時の
エネルギー削減

を促進

防災設備

ｴﾚﾍﾞｰﾀ制御盤

ｾｷｭﾘﾃｨ制御盤

照明器具

DALI
ﾈｯﾄﾜｰｸ

Ethernet

DALIﾏｽﾀｰ

BEMS

電灯設備

動⼒設備

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ設備

受変電設備

給排⽔設備

接点

接点

接点

接点

接点

接点

接点

接点

ｺﾝﾄﾛｰﾗ-

空調集中ｺﾝﾄﾛｰﾗ-

センサー

R
S

電⼒メーター

⽔道メーター

電⼒ﾏﾙﾁﾓﾆﾀｰ

ﾘﾓｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ

②-b:効果検証（知的⽣産性）

２．知的⽣産性・快適性を向上する設備システムの構築と効果検証

⼊居前後で環境条件の測
定と細⽬の

アンケート調査等を実施

知的⽣産性向上に寄与する
項⽬の抽出と対策を

運⽤時も継続的に実施

2.7 

2.2 
2.5  2.4 

2.2 

1

2

3

4

5

設問1 設問2 設問3 設問4 設問5

アンケート結果 全体
設問1︓コイズミの「あかり⽂化創造」を原点とした光品質を

追求する企業姿勢を社内外に発信する環境か︖
設問2︓多様な⾃然のリズムを集積し多くの⽣命を育む場の象徴

として、周辺地域と働く⼈々に潤いを与える環境か︖
設問3︓活き活きと働き、知的創造性を促進する、コミュニケー

ションが⽣まれる空間になっているか︖

設問4︓モノづくりマインドやセールスマインドを⾼める快適なオフィス
空間であり、⾃⾝のパフォーマンスを発揮できる環境か︖

設問5︓⼈視点に基づき最新の照明⼿法と技術を体験する事のできる場
となっているか︖

働き⽅から⾒たオフィス評価

概ね３以下となっている

ビル⼊居前のアンケート結果（抜粋）

3.1  3.2  3.2 
3.3 

3.2 
2.9  3.0 

2.7 

3.8 
3.6 

3.3 
3.1 

3.3  3.3 

2.8  2.9 

2.8 

3.1  3.0  2.9  2.9 
3.2  3.2  3.2 

2.8  2.7  2.8  2.7  2.6 

2.3 

2.7 

2.9 

2.3 

2.9  3.0 

2.2  2.3 

2.6  2.6  2.5 

3.0 

2.8  2.8 
2.9  2.8 

2.2 

2.9  2.8 
2.6 

1

2

3

4

5

影響度

満足度

アンケート結果 オフィス満⾜度・業務影響度評価
ミドルサイド東⼤阪
影響度―満⾜度

（１）⾃席デスク広さ
（２）執務エリア（⾃席周り）の広さ（密度感）
（３）席のレイアウトやグループの配置
（４）⾃席で集中したい時の業務環境
（５）⾃席周りの光環境を総合的にみると
（６）机上明るさ
（７）室内明るさ
（８）器具や机上・対象物のまぶしさは
（９）⾃席周りの温熱環境を総合的にみると
（１０）温度
（１１）湿度
（１２）⾃席周りの空気環境
（１３）⾃席周りの⾳環境

（１４）⾃席周りの個⼈の収納量
（１５）⾃席以外のオフィス内の共⽤収納量
（１６）作業するためのスペース
（１７）会議室・オープン打合せの数
（１８）⾃席周りの打合コーナーの設置場所
（１９）⾃席周りの打合コーナーの設備備品
（２０）複合機の台数と複合機までの距離
（２１）パントリーエリア（給湯コーナー）
（２２）リフレッシュエリア（休憩コーナー）
（２３）オフィスエリアのごみや清掃対応
（２４）オフィスイメージ、デザイン
（２５）総合的に現在のオフィス環境について



３．住宅地における中⼩オフィスビルへの波及効果

計画建物

3Φ（動⼒）

1Φ（電灯）

ポンプ
照明・
ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ
など⾮常⽤発電機（⼩型）

過度な投資を必要としない
重要ミニマム負荷のみ供給

少量の燃料の備蓄で電⼒
供給の時間を増やすことが可能

①周辺の住宅と共存を図り、
階段状の緑のバルコニーと屋上緑化に
より緑・空・光をわかちあう

②災害時に最低限⾃⽴できるシステム
や新規開発の軽量天井により地震時の
被害を最⼩化

冬⾄の光

夏⾄の光

⾃然換気

夏⾄の光

冬⾄の光

本計画での省CO2効果
CO2削減量 208.2 t-CO2/年
CO2排出削減率 43.2 ％１．DALI連携システムを軸にした

先進的な設備システムの実現

1）知的⽣産性を向上する新たな
オフィス照明とDALIによる
⾼度な照明制御

43.5 t-CO2/年の削減

2）DALIを⽤いた照明設備と空調
設備等他設備との連携制御

86.3 t-CO2/年の削減

２．知的⽣産性・快適性を向上する
設備システムの構築と効果検証

1）緑化したバルコニー及びダブル
スキンによる外⽪熱負荷低減
ファサードの実現

16.7 t-CO2/年の削減

2）階段吹抜けによる⾃然採光
⾃然換気

5.8 t-CO2/年の削減

3）照明と空調のパーソナル化に
よる省エネ性と快適性の両⽴

19.7 t-CO2/年の削減

4）BEMSによる⾒える化と
効果の検証

30.7 t-CO2/年の削減

地⽅都市等での普及につながる省CO2技術・知的⽣産性向上への
新たな取り組みを中⼼とした提案を⾏う

３．住宅地における中⼩オフィス
ビルへの波及効果

2）太陽光発電、⾮常⽤発電機に
よる重要ミニマム負荷の⾃⽴化

5.5 t-CO2/年の削減

1）階段状のバルコニーと各階及び
屋上緑化

3）軽量天井やダンボールダクトに
よる地震時被害軽減



燃料電池を活用した
「次世代超高層マンション」プロジェクト

積水ハウス株式会社 大阪マンション事業部

国土交通省 平成27年度第2回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2016年2月22日
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

SEKISUI HOUSE

積⽔ハウスの取り組み
◆1999年 環境未来計画 → 業界に先⽴ち、全社横断的な環境活動を開始

◆2005年 サステナブル宣⾔ → 「サステナブル・ビジョン」を具体化し、事業活動に落とし込み

◆2009年 「グリーンファースト」発売 → 快適性・経済性・環境配慮を実現する環境配慮型住宅

◆2011年 省ＣＯ２型低層賃貸住宅ＰＪ提案 → 低層マンションでの省ＣＯ２の取り組み

◆2013年 「グリーンファースト ゼロ」発売 → ⼾建て住宅でのネットゼロの商品化

これまでの取り組みと本プロジェクトの位置付け

「住」を基軸としたサステナブル社会の実現にむけて

1

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス
累積受注棟数

11,695⼾

「エネファーム」
累積搭載棟数

32,452⼾

↓

本プロジェクトはこれまで省ＣＯ２化に課題のあった
超高層マンションにおいての新しい提案

※数値はいずれも2015年1月末時点



SEKISUI HOUSE背景

◆都市部での住宅着⼯⼾数の約3割はマンションが占めており、その中でも
超⾼層マンションの累積⼾数は、30万⼾超となる⾒込み

◆これまで積⽔ハウスでは、超⾼層マンションにおいても住宅性能を向上させる
ことで省CO2化に取り組んできた

◆今後、更なる省CO2化を図るためには
⾼効率設備の導⼊ ⇒ 分散型電源（燃料電池）の設置
住まい⼿の省エネ⾏動 ⇒ 多様な⼊居者に対するメリット訴求 が課題

2

0

100,000

200,000

300,000

400,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

＜超⾼層マンション竣⼯⼾数とストック⼾数の推移 (全国)＞

竣⼯[⼾] ストック[⼾]
[完成(予定)年]

＜積⽔ハウス超⾼層マンション事例＞

30万⼾超

※「超⾼層マンション市場動向2015」㈱不動産経済研究所より

SEKISUI HOUSE物件概要

3

所在 ⼤阪市北区⼤淀南2-1-1

構造
規模

ＲＣ39Ｆ
店舗/8⼾・住⼾/298⼾

完成 2019年1⽉（予定）

敷地 2,699.7㎡

延床 1,272.3㎡（店舗）
35,118.9㎡（住宅）

特性 ⼤阪駅に近い
都市利便タイプ

所在 ⼤阪市中央区
内久宝寺2-18-1

構造
規模

ＲＣ38Ｆ
住⼾/245⼾

完成 2019年7⽉（予定）

敷地 3,185.9㎡

延床 31,043.9㎡

特性 ⼤阪城に近い
都市居住タイプ

◆(仮称)グランドメゾン⼤淀南タワー ◆(仮称)グランドメゾン内久宝寺タワー
⼤阪市内で⽐較的規模が近く、物件特性の異なる２物件にて

⼤阪駅
現地

⼤阪城

現地



SEKISUI HOUSE

従来 本プロジェクト

物件
特性

・板状型
(⽚廊下・バルコニー⼤)

・超⾼層型
(屋内廊下・バルコニー⼩)

燃料
電池

＜燃料電池>
・⽞関横のパイプシャフト設置

＜燃料電池>
・バルコニー設置

《課題①》
超⾼層型(中廊下・バルコニー⼩)などの様々な形状のマンションへの燃料電池導⼊

↓
⼩型化をはじめ、先進的技術を搭載した次世代燃料電池の導⼊

取り組み① -次世代燃料電池の導入-

4

《次世代燃料電池の先
進性》
① 耐⾵性能向上
② 機器の⼩型化
③ IoT技術を

活⽤した状態監視

グランドメゾン
⼤淀南タワー

グランドメゾン
内久宝寺タワー

発電ユニット

給湯暖房機

SEKISUI HOUSE取り組み② -常時定格発電と余剰電力の売電-

《課題②》
多様な世帯（単⾝・共働き・⾼齢者・ファミリー）に対するメリット訴求

↓
常時定格発電による燃料電池の発電効率向上、逆潮スキームによる余剰電⼒の売電

＜次世代燃料電池の定格発電イメージ＞

5

電⼒⼩売事業者

電⼒購⼊者

順潮電⼒

燃料電池余剰電⼒
買取事業者

逆潮電⼒

次世代
燃料電池設置

<逆潮の仕組み>

■ファミリー世帯

■単⾝世帯

使⽤電⼒

使⽤電⼒



SEKISUI HOUSE

物件における省エネ・省CO2の取組み 省エネ⾏動変容について

従
来

・⼊居者属性等を考慮しない
単⼀な情報提供
・⼊居者への⼀⽅向の情報提供

本
プ
ロ
ジ
␿
ク
ト

取り組み③ -さらなる省エネ行動への誘導-

多様な世帯を想定したＣＯ２削減効果を最⼤化する為
情報端末を活⽤し 有効な省エネ施策の確⽴とさらなる省エネ⾏動の誘導を図る

ファミリー

6

ＨＥＭＳ

・⼊居者属性等を考慮した
多様な情報提供

・⼊居者への双⽅向の情報提供

⇒世帯属性が異なる2棟で
効果検証を実施

有効な省エネ施策を確⽴し
省エネ⾏動の最⼤化を図る・属性ごとの

情報解析
・施策の⽴案

・属性ごとの
情報解析

・施策の⽴案

テレビ(情報端末)

メッセージが
届きました。双⽅向の

情報提供
双⽅向の
情報提供

(仮称)グランドメゾン
⼤淀南タワー

(仮称)グランドメゾン
内久宝寺タワー

SEKISUI HOUSE取り組み④-1 -その他の取り組み（概要）-

7

●⾬⽔の散⽔利⽤

●光ダクトシステムによる⾃然光利⽤

●EV⽤充電器

●太陽光発電システム

●防災対応の公開空地

●クールヒートチューブとコージェネレー
ションの排熱を⽤いた共⽤部の空調
負荷低減

クールヒートチューブ

外気取込⼝

【イメージ】

●停電対応コージェネレーション
＋備蓄LPG

●備蓄防災倉庫（分散設置）

●エアキス

●「5本の樹」計画に基づく植栽計画

・看護師等の資格保持者が⼊居者の
健康管理やメンタルヘルスの相談に応じる

●「健康すこやかダイアル」

●スローリビング



SEKISUI HOUSE

◆スローリビング
⼤開⼝サッシやバルコニーを通して外部と適度な
距離感を保ちながら⾃然を室内に取り⼊れる空間づくり
＝Low-E複層ガラスを採⽤し、断熱性を強化

◆エアキス
吸着建材、低VOC放散材の利⽤と
24時間換気システムによる、空気環境配慮仕様を実現
（⼊居時に厚⽣労働省指針値の１/２）

◆「5本の樹」計画に基づく植栽
「3本は⿃の為に、2本は蝶の為に」の掛け声のもと
地域の在来種を中⼼とした樹⽊を植える

・屋上・壁⾯緑化として
・また、周辺の公園や近隣の⾃社供給物件をつないだ
「グリーンサークル」として

◆防災に向けた取り組み
・災害時には 専有部は燃料電池
共⽤部は停電対応コージェネレーションにより地域の防災ステーション化
・居住者が72時間⽣活可能となるよう物資を分散備蓄
・簡易トイレなども準備し、周辺住⺠にも開放

◆スローリビング
⼤開⼝サッシやバルコニーを通して外部と適度な
距離感を保ちながら⾃然を室内に取り⼊れる空間づくり
＝Low-E複層ガラスを採⽤し、断熱性を強化

◆エアキス
吸着建材、低VOC放散材の利⽤と
24時間換気システムによる、空気環境配慮仕様を実現
（⼊居時に厚⽣労働省指針値の１/２）

◆「5本の樹」計画に基づく植栽
「3本は⿃の為に、2本は蝶の為に」の掛け声のもと
地域の在来種を中⼼とした樹⽊を植える

・屋上・壁⾯緑化として
・また、周辺の公園や近隣の⾃社供給物件をつないだ
「グリーンサークル」として

◆防災に向けた取り組み
・災害時には 専有部は燃料電池
共⽤部は停電対応コージェネレーションにより地域の防災ステーション化
・居住者が72時間⽣活可能となるよう物資を分散備蓄
・簡易トイレなども準備し、周辺住⺠にも開放

取り組み④-２ –その他の取り組み（代表例）-

■(仮称)グランドメゾン内久宝寺タワーの場合
＜グリーンサークルイメージ＞

8

内久宝寺

学校

学校
学校

学校 学校

⾃社供給物件

社寺

難波宮跡公園

SEKISUI HOUSE

共⽤部

従来 本プロジェクト

専有部

共⽤部

専有部

約２５％削減

同規模マンションと⽐較して 約40％を削減

同規模マンションの共⽤部で使⽤する
⼀次エネルギー消費量相当（25％）を削減⼀次エネルギー消費量

CO2排出量

省エネ・省ＣＯ２効果

9

■⼀次エネルギー消費量⽐較

≪本プロジェクトにおける取り組み≫
①次世代燃料電池の導⼊ ②常時定格発電と余剰電⼒の売電
③省エネ施策の確⽴と省エネ⾏動への誘導 ④専有部・共⽤部でのさまざまな取り組み



SEKISUI HOUSE普及・波及効果

■ 本プロジェクトで得られた知⾒を、⾃社供給マンション「グランドメゾン」をはじめ
⼾建や低層マンション等にフィードバックしていく

■ 「超⾼層マンションでの省CO2化」を実現し、すべての住宅の省CO2化を推進する

分散型電源(燃料電池)をすべての住宅に普及拡⼤し、
サステナブル社会を実現します

10



健康・省エネ住宅を推進する
先導プロジェクト

提案者 健康・省エネ住宅を推進する地域協議会連合

代表提案者 エコワークス株式会社

事務局 木と住まい研究協会

2016年2月22日
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

国土交通省 平成27年度第2回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

健 康
(医療費・介護費削減・子育支援)

と 住宅の省ＣＯ2化 の

両立 を 目的 に

（１）提案プロジェクト全体の概要 （優先課題への対応を含む）及び先導的なアピール点 1

超高断熱住宅の

全国的な普及を目指します

ＨＡＥＴ20
Ｇ2グレード

平成25年基準に
満たない住宅

新築

前

新築

後

全国で

３００棟



2（２）本提案の背景

ｽﾏｰﾄｳｪﾙﾈｽ住宅等推進モデル事業の

”超高断熱”新築版を提案します

現在、実施中のスマートウェルネス住宅等推進モデル事業（特定部門）は断
熱リフォーム等に限定したものであり、その工事内容は改修タイプＢ程度の簡
易な工事が多い。

そこで、本提案では、HEAT20提案のＧ２グレードを超高断熱と定義し、リ
フォームでは困難な超高断熱な住宅を新築し入居した場合の入居前後の冬季
の健康調査を行い、高断熱化のＮＥＢについてさらに有意なエビデンス取得を
目指しています。

＜本提案の背景＞

３（３）スマートウェルネス住宅等推進事業
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4

先導的提案 (例1) 寒冷地等 先導的提案 (例2) 温暖地等

深刻化の一途を辿る地球温暖化とエネルギー対
策のために2009年に発足した
「2020年を見据えた住宅の高断熱化技術開発委員会」
という民間団体です。
（委員長：独立行政法人建築研究所・理事長 坂本雄三）

これまでの住宅市場における高断熱住宅は
ＨＥＡＴ２０が提唱するＧ１程度の断熱性能が一般的で
あったが、昨今開口部（サッシ）や断熱材の高性能化
と低価格化が急激に進展していることから、住宅市場
はＧ２グレードの断熱性を有する超高断熱住宅の普
及の黎明期と言える。
Ｇ２グレードの住宅であれば、省エネ基準上の各地

の代表暖房方式（居室連続又は部分間欠）における
暖房負荷と同じ程度で全館暖房が可能となり、全館で
暖かく温度差の小さい住環境が可能となります。
また省エネ基準上の各地の代表暖房方式で比較す

ると30～４５％の省エネ性向上となり、ＺＥＨの達成も
容易になる外皮性能となります。

（４） 提案プロジェクト全体の概要 省エネ措置の内容

[外皮平均熱貫流率（UA値）単位：W/㎡・K]

超高断熱とは

ＨＡＥＴ20

Ｇ2グレード

（ニアリーZEH以上）（ニアリーZEH以上）

地域区分 1 2 3 4 5 6 7

H25年基準 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87

ZEH強化外皮基準

（経済産業省）
0.4 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6

HEAT20Ｇ１グレード 0.34 0.34 0.38 0.46 0.48 0.56 0.56

本提案
HEAT20Ｇ２グレード

0.28 0.28 0.28 0.34 0.34 0.46 0.46

55

5

Ｂ．全館連続暖房方式における暖房負荷削減率

Ｇ２では概ねＨ２５基準レベルと同等のエネルギーで全館暖房が可能

Ａ.冬期間の最低の体感温度（作用温度）

温暖地においてはＧ２で非暖房室でも概ね１３℃を下回らない

HEAT20で想定する地域毎の暖房方式

1、2地域

(参考)
平成25年基準
レベルの住宅

概ね10℃を下回らない

概ね13℃を下回らない

概ね15℃を下回らない

外皮性能グレード

Ｇ1

Ｇ2

3地域

概ね8℃を下回らない

4～7地域

概ね10℃を下回らない

概ね13℃を下回らない

1、2地域

約10％削減 約30％削減 約50％削減

約20％削減

外皮性能グレード 3地域 4～7地域

Ｇ1

Ｇ2
Ｈ25基準レベルと概ね同等の
エネルギーで全館暖房が可能

約10％削減

約10％削減

1、2地域

ＬＤＫ
【平日､14時間】
【休日､13時間】

主寝室 【全日､9時間】 【全日､3時間】

子供室
【平日､3時間】
【休日､7・10時間】

【平日､3時間】
【休日､7・10時間】

トイレ、廊下、
浴室、洗面所

和室

在室時暖房
（深夜･日中は除く）

連続暖房【24時間】

外皮性能グレード 3地域 4～7地域

【
暖
房
時
間

】

暖
房
方
式

連続暖房
【平日24時間、休日19時間】

在室時
暖房

（深夜･日
中は除く）

暖房無し 暖房無し 暖房無し

（５） 提案プロジェクト全体の概要
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6（６）提案プロジェクトの実施体制

提案団体は、健康・省エネ住宅を推進する地域協議会連合という”任意団体”であり、その任意団体に所属する事業者は①健康・省エネ住宅を推進
する国民会議の連携団体である全国４３か所の地域協議会と②その地域協議会に所属する地域の工務店等の約４００社です。

事務局は、一般社団法人木と住まい研究協会（理事長：有馬孝禮（東京大学名誉教授） 、専務理事：平田潤一郎（すてきナイスグループ株式会社取
締役） ）が務め、本提案の事業を実施する工務店等の支援を行うと同時に、本事業の事務委託事業者との書類及び補助金授受の窓口となります。

77

ご清聴ありがとうございました。



セキュレア豊田柿本

大和ハウス工業株式会社

国土交通省 平成27年度第2回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2016年2月22日
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

1

１．事業概要

■所在地 ■
愛知県豊⽥市柿本町

2丁⽬37番

エネルギー融通街区
拡⼤図

具体的な⼀団の分譲住宅地において、２種類の先導的取り組みを⾏う
【エネルギー融通街区】複数棟で簡易的にエネルギーを融通
【エネルギー⾃給住宅】夏季及び中間季においてエネルギーを⾃給

■ 建設棟数 ■
・融通区画
・⾃給住宅

︓ 3棟 + 共⽤施設
︓ 1棟

■ スケジュール ■
・建設開始︓ 平成28年5⽉

N

エネルギー⾃給住宅

住宅種類 ︓オール電化住宅
太陽光発電︓（容量）3.5kW以上
リチウムイオン蓄電池︓

（容量）6.2kWh
（出⼒）2.0kW

共⽤部分
太陽光発電︓（容量）12.4kW
リチウムイオン蓄電池︓

（容量）6.2kWh
（出⼒）2.0kW

住宅種類 ︓オール電化住宅
太陽光発電︓（容量）5.3kW以上
リチウムイオン蓄電池×2台︓

（容量）12.4kWh
（出⼒）4.0kW



２．先導的提案の内容

2

施設 調整池
太陽光

集会
スペース

ＥＶ
充電器

防犯
カメラ 防犯灯 住宅㉑ 住宅⑳ 住宅⑲

所有 21区画の共有
⾃治区 住宅㉑所有者 住宅⑳所有者 住宅⑲所有者

管理 団地管理組合法⼈

⼟地 調整池 集会スペース 住宅㉑ 住宅⑳ 住宅⑲

所有
豊⽥市

21区画の共有
住宅㉑所有者 住宅⑳所有者 住宅⑲所有者

管理 団地管理組合法⼈

■調整池上部の太陽光発電システムで発電した電⼒の使⽤⽅法
・まちの全員の共有物でありコミュニティ施設となる集会スペース・防犯カメラで使⽤する
・まちの全員が充電できるＥＶ充電器で使⽤する
・深⽥⼭⾃治区の所有である防犯灯で使⽤する
・太陽光発電システム等の修繕や撤去に関する費⽤に充てるため、団地管理組合の太陽光発電会計に売電収⼊を収納する

中部電⼒

電気⼩売り事業者（⼤和エネルギー）

⼀需要場所内での余剰電⼒を売電 ⼀需要場所内での不⾜電⼒を買電

エネルギー融通区画

売電 買電 売電 買電 売電 買電

住宅⑲住宅⑳住宅㉑

ＰＶ

LiB LiB LiB

共⽤部の
余剰を売電

不⾜分は
買電

調整池
上部ＰＶ

集会
スペース

ＰＶ ＰＶ

ＥＶ
充電器

防犯
カメラ

防犯灯

電⼒供給
送電

送電送電

中
部
電
⼒

ＰＶ

住宅1
蓄電池⽤
負荷追従
ＣＴ

引込分電盤

複数宅地を
⼀需要場所とした

電⼒供給
中部電⼒
系統電⼒線

⼤和エネルギー
⾃営線（内線） 宅内線

売/買 ⼀般回路切替盤買

ＰＶ ＬiＢ

ＰＣＳ売

一需要場所（需要場所内で大和エネルギーが配電+小売）

共⽤部

住宅21

住宅2
蓄電池⽤
負荷追従
ＣＴ

住宅3
蓄電池⽤
負荷追従
ＣＴ

共⽤部
蓄電池⽤
負荷追従
ＣＴ

売/買

売/買

・・・中部電力検針メーター

・・・大和エネルギー検針メーター

ＰＶ ＰＣＳ

ＬiＢ

ＰＣＳ

売/買

集会スペース
防犯灯・防犯カメラ

電気⾃動⾞充電器

特定回路2

特定回路1

⼀般回路切替盤買

ＰＶ ＬiＢ

ＰＣＳ売

住宅20

特定回路2

特定回路1

⼀般回路切替盤買

ＰＶ ＬiＢ

ＰＣＳ売

住宅19

特定回路2

特定回路1

２．先導的提案の内容

ＺＥＨとした複数区画において、発電や蓄電した電⼒を簡易的な仕組みにより融通する
・各棟の設備を融通して使⽤することにより、設備の効率利⽤を図る
・⼤がかりな電⼒マネジメントシステムを⽤いずに、簡易なシステムにより運⽤する
・低圧での受電を⾏うために3区画での実施とする（住宅10kVA×3棟＋共⽤部15kVAを想定）

エネルギー融通区画

3



２．先導的提案の内容 エネルギー融通区画

4

⼀需要場所内において、停電時でも平常時に近い⽣活ができるように配慮（LCP）
・最上流の共⽤部リチウムイオン蓄電池を200Ｖ出⼒とし、系統電⼒供給状態を需要場所内で構築する
・各棟の発電・蓄電設備を融通して使⽤することにより、⾃⽴運転よりも出⼒・容量・使⽤時間ともに
増やすことができる

・ただし、発電・蓄電容量にも限界があるので、⽣活に必要な機器のみに供給するように切替える

中
部
電
⼒

売/買×
×

共⽤部
住宅21 住宅20 住宅19

⾃⽴モード
特定回路①
（⾃⽴運転）

× × ×

×××（リチウムイオン
蓄電池放電前・完了）

共
⽤
部
蓄
電
池
放
電
完
了

停
電
発
⽣
時

共
⽤
部
蓄
電
池
放
電
中

特定回路①
（⾃⽴運転）

特定回路①
（⾃⽴運転）

中
部
電
⼒ ×

共⽤部
住宅21 住宅20 住宅19

⾃⽴モード
特定回路
①・②

（リチウムイオン
蓄電池放電中）

1 2

売/買×

特定回路 ①

特定回路
①・②

特定回路
①・②

ＬＤＫ照明

Ｌテレビ
冷蔵庫
情報ＢＯＸ

特定回路 ②
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２．先導的提案の内容 エネルギー⾃給住宅

発電した電⼒を⾃給し、夏季・中間季にできるだけ外部からの供給に頼らない住宅をめざす
・住⺠が無理せずに普通の⽣活を送れるように創エネ設備と蓄エネ設備の容量を確保する
・給湯設備の稼働時間を調整し、創エネルギーの余剰で稼働するように設定する
・瞬間的な負荷容量が蓄電池の出⼒を超えるために、完全なオフグリットにはしない

■ 設備容量・仕様 ■
【創エネ】太陽光発電システム ︓（容量）5.0kW以上
【蓄エネ】リチウムイオン蓄電池 ︓（容量）6.2kWh（出⼒）2.0kW を２台並列設置
【給湯】 ヒートポンプ給湯器 ︓ 太陽光発電システムの余剰電⼒で稼働

■ オフグリットにできない理由 ■
・電⼒負荷の瞬間最⼤値が、蓄電池からの最⼤出⼒を超えている
・夏季及び中間季でも、⾬天・曇天が続くと蓄電容量だけでは賄いきれなくなる
・冬季はエネルギー消費量が多く、太陽光発電システム（住宅の創エネ）だけでは賄いきれない

【参考】スマ・エコ タウン 晴美台 負荷瞬間最⼤値（中間期１週間）︓4,383Ｗ

完全なオフグリットにすると、設備がオーバースペックになり、さらに住⺠の⽣活に無理を⽣じてしまう

■ 夏季・中間季のエネルギー⾃給率■

3⽉~11⽉のエネルギー⾃給率シミュレーション値︓92.67％
消費電⼒︓4,010kWh 系統電⼒供給︓294kWh



ダイワハウスは、個々の建物だけでなく、

地域というスケール感を持って環境に配慮し、

持続可能な社会の構築に取り組んでまいります。


